
阿智村事務事業評価シート
担当者 協働活動推進課 広報係

①事務事業の概要

Ｈ18 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

区分 加入者数 月額利用料 本数 時間
基本サービス 2,296 500 181 141

項目 金額 項目 金額 項目 金額

需用費 1,065 工事請負費 23,837
役務費 4,175 原材料費 260
委託料 2,038 負担金・補助金 30
使用料及び賃借料 7,445 償還金及び利子割引料 637

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 23,890 60,518 54,919 62,823 62,823

うち一般財源 1,015 21,960 32,054 40,166 40,166

うち補助金 15,211

うち個人負担 22,875 23,347 22,865 22,657 22,657

正規職員 2 2 2 2 2

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 b

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

CATV運営事業

実施目的 難視聴地域の解消と情報格差の是正。地上放送、ＢＳ放送の同時再送信及び自主放送による住民
ニーズに合った自主放送番組の制作及び提供。通信事業者へ施設の貸付（インターネット接続サー
ビス　ＮＴＴ東日本がサービスを実施）。

根拠法

全村民

具体的取組 〔主なサービス内容〕
①映像サービス（自主放送・地上デジタル放送及びＢＳデジタル放送の再送信による提供）
②通信サービス（ＮＴＴ東日本によるインターネット接続サービスの提供（公設民営型））
③公共施設を結ぶ、イントラネット構築

○加入状況（H27.8.1) 〇自主放送（Ｈ27　実績）

実績・効果

事
業
コ
ス
ト 従事職員

５．持続可能な村、住民が主体の村/協働の推進/情報・通信

A

機器更新の設備費も必要最小限につとめている。

総合計画での位置づけ

村の基盤となる伝送路の構築
村の動向や行事など文字放送や動画を見ることによって情報を得ることが出来る

関連する主な計画等

(人)

放送法

区分

判定理由
村のニュースや健康番組などの新番組や、リ
ニューアルしたデータ放送（スマホ連携）や文字放
送など、村の情報の発信源として視聴率が高いと
思われる。

光ファイバによる構築のため、将来性が高い

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

妥当である（全村民対象）

妥当である（難視地域が多いため）

B

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られた
か

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

課金・顧客システムについては専門システム導入
が望ましい。現状は、職員内で共有して閲覧する
ことがでいない。

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み ・自主放送の番組充実、災害時など住民と交流のツールの構築。
・情報の更新と自主放送設備の計画的な更新計画。

・自主放送機器更新や加入者宅端末の機器の計画的な更新が必要である。
・災害時の情報発信方法や伝送路の有効活用について検討が必要である（災害対策本部との連
携）。
・運営方法については、業務委託等も含め引き続き検討していく必要がある。

B

妥当である。新規加入負担金52,700円。システム基本料 月,500円
（テレビ料金）。

将来性が高い光ファイバ網の構築により、村の情報基盤となってい
る。データ放送（スマホ連携）は、近隣市町村においても、最近導入
や導入予定のＣＡＴＶの新サービスとして村外にいても最新の最新
の情報を提供できるようになった。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


